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ズワイガニの奇形 2例 

Two cases of morphological abnormalities in snow crab Chionoecetes opilio 
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Abstract 

The snow crab Chionoecetes opilio is an important fishery species in Japan, and its morphological 

abnormality has been reported in many cases. This report represents morphological abnormalities of snow 

crab based on photographic records. One male individual had a large lateral projection on the propodus of 

the left second pereiopod. This lateral projection was trapezoidal in shape and had two dactyl-like spines at 

the top base. These two spines were different in morphology from the movable and fixed fingers of the 

cheliped and the dactylus of the pereiopod. The other male individual was missing about a half of the fixed 

finger of the left cheliped, instead having another fixed finger protruding diagonally from just below the 

missing part. 
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緒言 

ズワイガニ Chionoecetes opilio は朝鮮半島以東

の日本海、オホーツク海、アラスカ半島以北のベ

ーリング海、パリー岬以東のボーフォート海、北

西大西洋ではグリーンランド以南からメイン州

のカスコ湾までに広く分布する（Jadamec et al. 

1999）。本種は水深 50–600 m の砂泥や泥底に生息

し（三宅 1983）、特に福井県や石川県、鳥取県な

ど国内で重要な水産資源となっている（酒井

1935）。しかしながら個体数の減少に伴い、漁期

や漁獲量の制限、未成熟個体の採捕禁止などの対

策が実施されている（山﨑 1988）。 

ズワイガニの形態異常については数多く報告

されており、付属肢などに見られる形態異常（鈴

木・小田原 1971; 本尾 2002 など）や全身、ある

いは部位特異的に生じる白化などの体色異常（本

尾・村瀬 2010; のとじま水族館 2011 など）、雌雄

両方の形質を有する間性個体（伊藤 1965; 角田ら

2023 など）など多岐にわたる。これらの形態異常

はズワイガニのみで報告されている現象ではな

く、十脚目甲殻類に広く見られる現象であり、エ

ビやザリガニ、ヤドカリ、カニなどでその報告が

相次いでいる（ Farfante and Robertson 1992; 

Nakatani et al. 1992; 篠川・酒井 1998; 柳本 2012; 
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Fig. 1. Morphological abnormality found in the pereiopod of the snow crab Chionoecetes opilio. The ventral view 

(A), the enlarged view of the left second pereiopod and the view of folded pereiopods (C) are shown. White arrows 

indicate the location of the malformation. Each scale bar indicates 5.0 cm. 
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峯ら 2019 など）。国内においては 2023 年のみで

も、左鉗脚が白化したヒライソガニ Gaetice 

depressus（角田・豊田 2023）や過剰指を生じたタ

イワンガザミ Portunus pelagicus（大土ら 2023）、

雌雄間性のズワイガニ（角田ら 2023）、額縁が通

常 4 葉状に分かれるはずが 3 葉状のゴイシガニ

Palapedia integra（角田ら 2023）などの報告があ

る。 

今回、歩脚に類例を見ないほどの突起を発生

させたズワイガニと鉗脚不動指に奇形を有す

るズワイガニが漁獲されたため、写真記録に基

づきここに報告する。 

 

記録 I 

本ズワイガニは、2024 年 2月 29 日に福井県坂

井市三国町の三国港沖で水揚げされた雄個体で

ある（Fig. 1A）。左第 2 歩脚前節の後端付近には

大きな台形の突起が生じており、その上底部に 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本の細長い棘突起を備える（Fig. 1B）。この 2 本

の棘突起は鋸歯が無い点で鉗脚の可動指や不動

指と異なる一方、歩脚の指節と類似している。し

かし、通常であれば歩脚の指節表面には縦溝が入

るが、この棘突起の表面は滑らかという点で異な

る。なお、他の箇所に形態異常は認められない。

これらの突起は歩脚を折りたたんだ際、背部側で

はなく腹部側に位置することから（Fig. 1C）、移

動の際に妨げとなっていたと推測される。 

 

記録 II 

本ズワイガニは、2024 年 3月 11 日に福井県坂

井市三国町の三国港沖で水揚げされた雄個体で

ある。左鉗脚不動指のほぼ半分が欠けており、代

わりに不動指の欠損部分の下付近から斜め前方

60 度の角度で別の不動指が生えている（Fig. 2）。

また、可動指と不動指の接続部には小瘤が見られ

る（Fig. 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
Fig. 2. Morphological abnormality found in the cheliped of the snow crab Chionoecetes opilio. 

White arrow in magnified view (right) indicates bump. 
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備考 

ズワイガニは我が国において重要な水産種で

あることから、その形態異常についても数多く報

告されてきた。中でも付属肢に関する形態異常の

報告が多く、鉗脚での形態異常がよく見られる

（伊藤 1960; 鈴木・小田原 1971; 本尾 2002; 

Matsubara 2011）。また、他の付属肢の鉗脚化も報

告されている（伊藤 1965; 本尾・豊田 2003）。歩

脚の奇形に着目すると、指節を過剰発生させた個

体や（伊藤 1956; 本尾 2002）、歩脚自体を欠く個

体も報告されている（伊藤 1967; 松井・増田 2004）。

甲殻類において、失われた付属肢は脱皮を経て再

生するが、中には非正型再生も見られる

（Murayama et al. 1994; Nakatani 1996 など）。本報

告で述べた記録 Iについての原因は定かではない

が、記録 II については、本来の不動指を欠いたの

ちに異常再生して形成されたものだと推測され

る。 

このようなズワイガニの形態異常個体の発見

は日本海に集中する（伊藤1965; 本尾・豊田2003

など）。しかし、これは日本海に形態異常個体が

多く存在していることを示すものではなく、本

種の漁獲量が日本海で多いため形態異常個体も

比較的発見されやすいという点に留意されたい。 
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